
令和８年度「実施計画 兼 まちづくり達成状況報告書」（事務事業点検シート） 

課等名： 市民と共に考える課 シート No.： 2 作成日： 2026.9/16 

（１）総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅰ市民参画の推進 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

少子高齢化に伴う人口減少・地域の連帯感の希薄

化等により、自治会をはじめとした市民活動団体

等の高齢化や担い手不足が進んでおり、活動の継

続が困難になりつつある課題が生じてきていま

す。そのため、地域住民が主体となって５年後、

１０年後の地域のありたい姿を話し合いながら、

地域の課題解決に向けて取り組む広域的な地域コ

ミュニティを構築し、地域の活性化を図ります。 

１５地区（公民館・文化センター単位）において、

地域コミュニティ協議会を設立し、様々な世代の

方々が地域づくりのため積極的に参画し、将来に

わたり持続可能な安全・安心に暮らせる地域を目

指します。地域コミュニティ協議会を設立するこ

とが目的ではなく、安全・安心で持続可能なまち

づくりをするための手段であることを地域住民と

共有して進めていくことがなにより重要です。 

施策の目標 
１参画と協働の仕組みをつ

くり、 活動の輪を広げる 

施策 
１市民協働・地域コミュニ

ティ 

施策内容 地域コミュニティの活性化 

その他、拠法令 

及び分野別計画等 

常総市地域コミュニティ基

本指針 

事務事業名 地域運営組織設立推進事業 

（２）アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） （３）インプット（投入） 

 アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 
Ｒ８ 

予算額 

Ｒ８ 

決算額 No. 
活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ８活動・事業内容 指標名（単位） 

Ｒ８目標値 Ｒ９目標値 

Ｒ８実績値 Ｒ10目標値 

① 
自治区長・班長謝礼の支給 

（R8・9・10） 
自治区長、班長に、市から依頼している業務

に対して謝礼を支給します。 支給人数（人） 
1,629 1,629 36,040 

千円 
 

千円  1,629 

② 
自治区助成金の支給 

（R8・9・10） 
自治区の活動を支援するため、自治区助成金

を支給します。 自治区数（自治区） 
217 217 31,700 

千円 
 

千円  217 

③ 
集会施設の整備 

に対する補助 

（R8・9・10） 

地域の活動拠点である集会施設の整備事業に

ついて、集会施設整備事業補助金を交付しま

す。 
申請団体数（団体） 

8 8 9,329 
千円 

 
千円  8 

④ 
集会施設敷地賃借料 

の補助 

（R8・9・10） 

地域の活動拠点である集会施設の敷地賃借料

について、集会施設敷地賃借料補助金を交付

します。 
申請団体数（団体） 

27 26 1,016 
千円 

 
千円  26 

⑤ 
デジタル教室の実施 

（R8・9・10） 

自治会や地域コミュニティ協議会における情

報伝達のデジタル化を推進するため、デジタ

ル教室を実施します。 
参加者数（人） 

24 24 0 
千円 

 
千円  24 

⑥ 
地域コミュニティ協議会 

準備委員会の設立 

（R8・9・10） 

地域コミュニティ協議会設立のための準備委

員会を設立します。 地区数（地区） 
4 4 1,200 

千円 
 

千円  - 

⑦ 
地域コミュニティ 

協議会の設立 

（R8・9・10） 

準備委員会で協議し、地域コミュニティ協議

会を設立します。 地区数（地区） 
6 4 7,200 

千円 
 

千円  4 

⑧ 
コミュニティ助成事業 

の活用推進 

（R8・9・10） 

（一財）自治総合センターが実施するコミュ

ニティ助成事業の活用を推進します。 申請団体数（団体） 
2 2 3,500 

千円 
 

千円  2 

⑨    
   

千円 
 

千円   

⑩    
   

千円 
 

千円   

（４） アウトカム（成果）  

成果に関連する上記（２） 

の活動名・事業名（No.） 指標名（単位） 
指標の設定理由と目標値の根拠 

（目標値を達成することにより市として何が達成されるか） Ｒ７現状値 Ｒ８目標値 Ｒ８実績値 
目標年度 

目標値 

⑦地域コミュニテ

ィ協議会の設立 
地区数（地区） 

市内全地区において地域コミュニティ協議会を設立されれば、

行政サービスが及ばない多様化する地域課題に、地域住民同士

が連携・協力して解決にあたることで、絆が強まり災害時など

の共助につながる。さらに、伝統文化の継承にもつながる。 
1 7  

令和 10年度 

15 

      
 

 

      
 

 

（５）目的・成果の達成に向けた点検・改善 

業務の振り返り 改善の余地 今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

☐ コスト  

 

☐ 活動 

☐ 成果 

☐ その他 

 


